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年生 まれとする研究家 もいる。18歳 で家を出、
22歳 の時に隣i町尼瀬の光照寺を訪れていた玉島
円通寺住職の国仙和尚の弟子 となり、玉島に随














ら、10年 近 く托鉢修行を続け、48歳 の1805(文
くがみやま
化2)年 に 国 上 山 の 五合 庵(1)に 入 り、1816(文
化13)年 まで 定 住 して い る。五 合 庵 に は、 そ の
前1797(40歳)～1802年(45歳)に も住 ん だ こ
とが あ り、通 算 で は約18年 間 とい う長 い歳 月 を
こ こで 過 ご した と言 わ れ て い る。
お とこ
そして、59歳 の1816年 に、ふもとの乙子神社
の境内にある草庵(乙 子庵)に 移 り、69歳 まで
の約10年 間を暮 らしている。その後、島崎(出
雲崎の北東約8Km)の 木村家の木小屋へ移 り



































らしく、自らも後年、「一に思 う少年の時 書 ・





















る…」や 「家は荒村に在 りて半ば壁 も無 く展転
として庸賃 しつつ且 く時を過ごす…」 と詠って
お り、す ぐ光照寺に入 ったのであれば、"他 国





















































「大愚良寛」とい う法号 は彼自身が付 けたと

























後に良寛が、円通寺での苦 しい修行 を回想 し

























じ ねんほう に しぜ ん
の運に任せて、つまり"自 然法爾 に=自 然の摂
理に従って"自 分自身にふさわしい生き方の中
で精一杯頑張って生 きることが"任 運"で ある。
決して自己の主体性を放棄して、"成り行き任せ"
や"運 を天に任せる"よ うな生き方ではない(7)。




































































のである。… したがって自分の敵に対 して も
〈また〉味方に対 しても、分けへだてな く恵み


















































巻現代訳 正法眼蔵(下 巻)』 では 「すべての人
に接 しな くてはならない。(7)」としているが、


































































1783年4月 に49歳 で亡 くなり、父以南は、良寛
が円通寺を出て諸国行脚 している間の1795年7
月、60歳 で京都の桂川に入水 して亡 くなってい
る。父の死は、そのころ京都で公家の儒官をし













































































か休まん 孤貧是れ生涯 日暮荒村の路 また












































































も"住 職にならず"、 またその後 も修行を重ね
て高い学識を持ちながらも"富 貴を求めず清貧
に生 きる姿勢"、"権 威や体制に寄らず庶民 と共
に生きる姿勢"、 そして"あ らゆるものに慈 し





ず … 腹を満たせば志願たる 虚名 を用って
何するものぞ …」、あるいは 「欲なければ一
切足 り 求むる有れば万事窮す …」、また 「こ
の生何に似たる所ぞ 騰騰としてかつ縁に任す






























ほとり 昼は狂児の欺 くを忍び 夜 は隣家の
かまびす










































































































































『正法眼蔵』95巻 本の30番 目に 「行持」の巻が
ある。行持とは禅文化学院によれば 「持続的行





り、安 らぎと、暫 くの隙間もな く、行持はめ
ぐりめぐっている。…今 この時に悟 りを開き、

























いる良寛(あ るいは子 ども)は 、毬つきのリズ
良寛 と子 ども
ムが整 うように、手拍子 を打ったり歌を唄 う。
毬をつ く子ども(あ るいは良寛)は 歌に合わせ
て毬をつく。 これは 「利行」 と言える。このよ
うにして毬をつ く者 も毬つ きの歌を唄う者も気


























































を見 欣然 として相ひきいて来る 我を要す寺
門の前 我を携え歩遅々たり 盂を白石の上に
放ち 嚢を緑樹の枝に掛 く ここに百草を闘わ
きゅうし
せ ここに毬子を打つ 我打てばかれしばらく
歌い 我歌えばかれ之を打つ うち去 り又打ち
来って 時節 の移るを知 らず …(5)」。また、
し も はく


















〈良寛 と子 どもの遊び〉は、その遊びの内容 ・
場所 ・時間 ・人数 ・ルールなどといった もの























































































































れば"発 達に即 した教育をしなさい"と いうこ
とである。
これらの歌から窺える良寛の考え方は、現代







ひ ふ み よ い む な
ここでいう教育とは、一二三四五六七と子ど
もに数を教えることではない。良寛が得意な字




ではな く、"人 の幸せ とは何か"と い うことを
教えたかったのだ。そして人が幸せに暮 らすた

















昭和26年 に宣言された 「児童憲章」で"児 童は、
人 として尊ばれる"と 謳われている。今 日では
これは当た り前の児童観であるが、良寛が生き





























































(1)五 合庵 は国上 山の中腹 にある真言宗 国上 寺か ら
少 し下 った ところにある。 もともと国上 寺住 職
の隠居 所 と して建 て られ た ものであ る。その空
いた時期 を良寛が利用させてもらったのである。
私 も実際 に訪 ねてみた。国上寺か ら五合庵 へ
通 じる道 は、国上寺へ のかつての西参道 の一部
で もあ るが、大変 に急 な坂 道であ る。 その急 峻
さか らす ると、雪 はおろか雨で も道が滑 って五
合庵 か らの 出入 りは出来なか った ので はないか
と思 われ る。現在、路面 には滑 り止め の横桟 が
埋め られ、路端 には手す りが付け られてい る。
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(2)松 本市壽 『良寛 とい う生 きかた』中央公論新社、
2003年 、29頁 。
(3)新 村 出編 『広辞苑』第三版、岩波書店、1983年 、
参照。
(4)松 本市 壽 『良寛 の生 涯 その 心』 考古 堂 書店、
2003年 、56頁 。
(5)松 本市 壽 『良寛 の生 涯 その 心』 考古 堂 書店、
2003年 、56頁 、 安藤 英男 『良寛 逸話 で つづ る
生涯』鈴木出版、昭和61年 、52頁、松 原哲明 『良
寛 のこ ころ』PHP出 版、1991年 、40-41頁 を参
照。
(6)石 田吉貞 『良寛 その全貌 と原像』塙書房、1975年、
292頁 。
(7)石 田吉貞 『良寛 その全貌 と原像』塙書房、1975年、
292-293頁 、有福孝 岳 『『正法眼蔵』 に親 しむ』
学生社 、1991年 、71-85頁 、 中村 宗一 『良寛 の
偈 と正法 眼蔵』誠信書房、 昭和59年 、9頁 を参
照。
【第2章 注 記 】
(1)禅 文化 学 院 『正法 眼蔵』 誠信 書房、 昭和43年 、
226頁 による と、 『正法眼蔵』 には、95巻 本、84
巻本、83巻 本、75巻 本、60巻 本 、28巻 本、12巻
本があ る。 こ こで巻45と しているの は、95巻 本
の45番 目に 「四摂法」があるということであ る。
(2)西 嶋和 夫 『現代語訳正法眼蔵 第七 巻』金沢文庫、
昭和52年 、86頁 。
(3)前 掲書 、72頁 。
(4)前 掲書、75-85頁 。引用 文の中 に 〈 〉 で括 ら
れた字句が あるが、 これについて 同書 凡例欄 へ
「四、逐 語訳 の途 中で文脈 の都 合上、 原典 に な
い字句 を補 わなければ ならなか った場合 は、そ
の字句 を 〈 〉で くくった。」 と説明があ る
(5)前 掲書、71頁 。
(6)禅 文化学 院 『正法 眼蔵』昭和43年 、236頁 。
(7)高 橋賢 陳 『全巻現代訳 正法眼蔵(下 巻)』理想社 、
昭和47年 、600頁 。
(8)中 村宗一 ほか訳 『全 訳 正 法眼蔵 巻四』誠信 書
房 、昭和47年 、370頁 。
(9)西 嶋和 夫 『現代語訳 正 法眼蔵 第四巻』金 沢文
庫 、昭和50年 、62頁 。
(10)前 掲書、62頁 。
(11)水 野弥穂子訳 『正法 眼蔵 随聞記』筑摩書房 、昭
和38年 、169頁 を参照。
(12)中 村 宗一 『良寛 の偈 と正 法眼蔵』誠信書房、 昭
和59年 、163頁 に よると、「禅版 倚板 ともいう。
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座禅 の時、疲れた時、身 を倚 せる板 。蒲 団 坐蒲、
座禅 の時、尻 に敷 く円坐。 または寝 具。」である。
また、広辞苑 に よると、禅板 は 「禅 僧が座禅 に
用 いる長 さ50セ ンチ メー トルほ どの板。 …」 で
あ る。
【第3章 注 記 】
(1)井 上慶 隆 『良寛』 研 文 出版、2002年 、137頁 を
参照。
(2)禅 文化学 院 『正 法眼 蔵』誠 信書房 、昭和43年 、
134頁 。
(3)西 嶋和夫 『現代 語訳正法 眼蔵 第五巻』金沢文庫 、
昭和50年 、113頁 。
(4)禅 文化学 院 『正 法眼 蔵』誠 信書 房、昭和43年 、
134-137頁 。
(5)"百 草 を闘 わす"と は、入矢 義高 『良寛 詩集 』
講談社、1994年 、238頁に 「草 の試合 闘草 とは、
もとは中国で端午 の 日に種種の草 を取 り合 わせ
て優 劣 を きそった遊 び。 『闘百草』 とい う歌 謡
もある。 ここはオオバ コの茎 などをか らませて
引っ張 り合 う遊 びであろう。古風 な 『草合わせ』
ではない。」 とある。
また、東郷 豊治 『良寛詩集』創元社、昭和40年 、
15頁 に 「…草ず もうをたた かわせ、…」 とあ る
か ら、オオバ コの茎 をか らませ て引 き切 った方
が勝 ちとす る遊 び と解釈 してまちがいないで あ
ろ う。
(6)『 広辞苑』 に よると 「な ぐさむ」は、「①気 をま
ぎらす。憂 さをは らす。② もてあそぶ。か らか う。
③(略)」 とあ る。 こ こで は② と解 釈す るの が
適切 と考え る。
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